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1. 給湯設備の設計一次エネルギー消費量 
 

1.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

QWr ,i  給湯設備 i の年間給湯負荷 kJ/年 「2. 年間給湯負荷」 

QWp,i  給湯設備 i の年間配管熱損失量 kJ/年 「7. 配管熱損失量」 

ηW ,i  給湯設備 i の運転効率（一次エネルギー換算） 無次元 「12. 熱源運転効率」 

n  給湯設備の総数 台  

 

1.2 出力変数 

記号 意味 単位 

𝐸" 給湯設備の設計一次エネルギー消費量 MJ/年 

 

1.3 定数 

記号 意味 単位 値 

WC  補正係数（付録 4A） 無次元 2.5 

 

1.4 算出方法 

給湯設備の設計一次エネルギー消費量𝐸" [MJ/年]は次式で求める。 

EW =
QWr ,i +CW ×QWp,i

ηW ,i

"

#
$$

%

&
''×10

−3

i=1

n

∑   

 

 

＜解説＞ 

 式の最後の 310− は、［kJ］を［MJ］に換算するための係数である。なお、上式にはポンプの消費

電力は明示的に表われていないが、補正係数 WC の中にポンプの消費電力の影響は含まれている。 
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2. 年間給湯負荷 
 

2.1  入力変数 

記号 意味 単位 参照 

θWin,d  日付 d における日平均給水温度 ℃ 「4. 日平均給水温度」 

VW ,d ,i  日付 d における給湯設備の日積算湯使用量 L/日 「5. 日積算湯使用量」 

QW ,solor ,d ,i  日付dにおける給湯設備の太陽熱利用システム

の熱利用量 

kJ/日 「3.太陽熱利用システ

ムの熱利用量」 

 

2.2  出力変数 

記号 意味 単位 

,Wr iQ  給湯設備 iの年間給湯負荷 kJ/年 

 

2.3  定数 

記号 意味 単位 値 

wc  水の比熱 kJ/（kg・K） 4.2 

θWtap  給湯温度 ℃ 43 

ρw  水の密度 kg/L 1.0 

 

2.4  算出方法 

 給湯設備 iの年間給湯負荷 ,Wr iQ ［kJ/年］は、次式により算出される。 

 QWr ,i = cw ×ρw × θWtap −θWin,d( )×VW ,d ,i −QW ,solor ,d ,i( )
d=1

365

∑   
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3. 太陽熱利用システムの熱利用量 

 

3.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

WsolorA  太陽熱温水器の有効集熱面積 m2 （入力） 

IWds,d  日付 d における当該地域の集熱面日射量 MJ/(m2

日) 

「13. 集熱面日射量」 

 

3.2 出力変数 

記号 意味 単位 

, , ,W solor d iQ  日付 d における給湯設備の太陽熱利用システムの熱利用量 kJ/日 

 

3.3 定数 

記号 意味 単位 値 

CWeff  太陽熱温水器の集熱効率 ［－］ 0.40 

CWploss  太陽熱温水器を補助熱源に接続した場合の、配管ロ

スを考慮した効率 

［－］ 0.85 

 

3.4 算出方法 

日付 d における給湯設備の太陽熱利用システムの熱利用量 , , ,W solor d iQ は、次のように算出する。 

a）太陽熱利用システムがない場合 

 , , , 0W solor d iQ =   

b）太陽熱利用システムがある場合 

 b-1） 日平均外気温が 5℃以下である場合 

 , , , 0W solor d iQ =   

 b-2） 日平均外気温が 5℃を超える場合 

 QW ,solor ,d ,i = AWsolor × IWds ×CWeff ×CWploss   

 

ただし、 , , ,W solor d iQ が ( ), , , ,w Wtap Win d i W d ic Vθ θ× − × の 90%以上となる場合は、全てを太陽熱で賄うこ
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とはできないとし、 

 ( ), , , , , , ,0.9W solor d i w Wtap Win d i W d iQ c Vθ θ= × × − ×   

とする。 

 

＜解説＞ 

この算出方法は、（財）建築環境・省エネルギー機構「住宅事業建築主の判断の基準におけるエネ

ルギー消費量計算方法の解説」に記載されている算出方法と同じである。 
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4. 日平均給水温度 

 

4.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

,oa dθ  日付 d における日平均外気温度 ℃ 気象データ 

 地域区分 選択 （入力） 
 

4.2 出力変数 

記号 意味 単位 

θWin,d  日付 d における日平均給水温度 ℃ 

 

4.3 定数 

 なし 

 

4.4 算出方法 

 日付 d における日平均給水温度は、次式にて算出する。式中の係数 wa 、 wb は下表に示す通り、地
域別に規定されている。なお、この算出方法は、住宅事業建築主の判断基準における日平均給水温

度の算出法を引用している。 

 θWin,d = awθoa,d +bw  
 

表 日平均給水温度推定式の係数 

地域 wa  wb  

1 地域 0.664 3.466 

2 地域 0.664 3.466 

3 地域 0.605 4.515 

4 地域 0.605 4.515 

5 地域 0.866 1.665 

6 地域 0.852 2.473 

7 地域 0.922 2.097 

8 地域 0.692 7.167 
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5. 日積算湯使用量 

 

5.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

VWS ,d ,r1  日付 dにおける給湯対象室 rの標準日積算湯使

用量（洗面のための湯使用量） 

L/日 「11. 標準日積算湯使

用量」 

VWS ,d ,r2  
日付 dにおける給湯対象室 rの標準日積算湯使

用量（シャワーのための湯使用量） 

L/日 「11. 標準日積算湯使

用量」 

VWS ,d ,r3  
日付 dにおける給湯対象室 rの標準日積算湯使

用量（厨房のための湯使用量） 

L/日 「11. 標準日積算湯使

用量」 

VWS ,d ,r4  
日付 dにおける給湯対象室 rの標準日積算湯使

用量（その他の湯使用量） 

L/日 「11. 標準日積算湯使

用量」 

QW ,r ,i  給湯設備 i の定格加熱容量 kW  

W ,r ,in  給湯対象室 r にサービスを提供する給湯設備の

台数 

台  

QW ,r ,n  給湯対象室 r にサービスを提供する給湯設備 n

の定格加熱容量 

kW  

ϕW ,ra  給湯対象室 r のための節湯器具（自動給湯栓）

による湯使用量削減率 

無次元 「6. 節湯器具による湯

使用量削減率」 

ϕW ,rb  
給湯対象室 r のための節湯器具（節湯 B1）に

よる湯使用量削減率 

無次元 「6. 節湯器具による湯

使用量削減率」 

 

5.2 出力変数 

記号 意味 単位 

, ,W d iV  給湯設備 i の日積算湯使用量 L/日 

 

5.3 定数 

 なし 

 

5.4 算出方法 

 給湯設備 i の日積算湯使用量 , ,W d iV は、給湯対象室（「給湯設備を利用する可能性がある人が存在す



[省エネ基準] 算定判断の方法（非住宅建築物） 
 

 

8 
 

る居室」と定義する。）の日積算湯使用量を、全ての給湯対象室について積算した値であるとする。

ただし、給湯設備 i の給湯対象室 r が、給湯設備 i からしかサービスを提供されない場合と給湯設備

i 以外の給湯設備からもサービスを提供される場合で、次のように算出方法が異なる。 

 

a）給湯設備 i の給湯対象室 r が、給湯設備 i からしかサービスを提供されない場合 

    VW ,d ,i = VWS ,d ,r1 ×ϕW ,ra +VWS ,d ,r2 ×ϕW ,rb +VWS ,d ,r3 +VWS ,d ,r4( )
r=1

nW ,room ,i

∑  

 

b）給湯設備 i の給湯対象室 r が、給湯設備 i 以外の給湯設備からもサービスを提供される場合（例

えば、給湯対象室が事務室で、男子トイレ、女子トイレに別々に給湯設備がある場合） 

 

 給湯対象室 r の標準日積算湯使用量VWs,d ,rを、給湯対象室 r にサービスを提供する給湯設備の定格

加熱容量で按分した値を「給湯設備 i が負担する給湯対象室 r のための湯使用量」とし、これを全給

湯対象室について積算した値を , ,W d iV とする。 

 

    VW ,d ,i = VWS ,d ,r1 ×ϕW ,ra +VWS ,d ,r2 ×ϕW ,rb +VWS ,d ,r3 +VWS ,d ,r4( )×
QW ,r ,i

QW ,r ,n
n=1

W ,r ,in
∑

#

$

%
%
%
%
%

&

'

(
(
(
(
(

r=1

nW ,room ,i

∑   
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6. 節湯器具による湯使用量削減率 
 

6.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

 室 r に設置される節湯器具の種類（下表） 

{自動給湯栓, 節湯 B1} 

選択  

 
表 節湯器具の種類 
選択肢 定義 
自動給湯栓 洗面に設置され、使用と共に自動で止水する給湯栓。電気的に開閉し、手

を遠ざけると自動で止水するもの。 
 
なお、公衆浴場等で使用される自閉式水栓（一定時間量を吐出した後に自
動で止水する水栓）については、広く普及しており、日積算湯使用量原単
位の中にその節湯効果が既に見込まれているため、「自動給湯栓」とはみ
なさないこととする。 

節湯 B1（小流量吐水機
構） 

基準（節湯水栓(節湯 A1/B1/C1)の判断基準 1）参照）に定められた試験
方法にて吐水力を測定し、その値が次の条件に適合すること。 

・	流水中に空気を混入させる構造を 持たないもの → 0.60 N 以上  

・	流水中に空気を混入させる構造を 持つもの → 0.55 N 以上 

1) 

http://www.j-valve.or.jp/suisen/setsuyu/f_setsuyu-a1b1c1-kijun_201405.pdf 

無 上記の機構を有する水栓以外すべて。 
なお、「2バルブ水栓」を採用する場合は、上記の機構の有無によらず「無」
とする。 

※	室 r の全ての給湯栓が「自動給湯栓」もしくは「節湯 B1」に合致しなければ、節湯器具を採用

したとはみなさないこととする。 

※	節湯 A１（手元止水機構）、節湯 C1（水優先吐水機構）については、非住宅建築物に設置され
た場合の節湯効果が不明瞭であるため（家庭用と業務用では湯水の使われ方が異なる）、非住宅
建築物の評価法においては節湯器具とはみなさない。 

6.2 出力変数 

記号 意味 単位 

ϕW ,ra  室 r に設置される自動給湯栓による湯使用量削減率 無次元 

ϕW ,rb  
室 r に設置される節湯 B1による湯使用量削減率 無次元 
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6.3 定数 

 なし 
 

6.4 算出方法 

 湯使用量削減率は次のように算出する。 

・	自動給湯栓が設置される場合はϕW ,ra =0.6、設置されない場合は
ϕW ,ra =1.0 

・	節湯 B1が設置される場合は、ϕW ,rb=0.75（節水型シャワーノズル 15%、サーモスタット

10%で合わせて 25%削減）とする。設置されない場合はϕW ,rb=1.0 

 ただし、「自動給湯栓」と「節湯 B1」が同時に設置されることはないものとする。 
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7. 年間配管熱損失量 
 

7.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 
,W iL  給湯設備 i の配管長さ m 「9. 配管長さ」 

kW ,i  給湯設備 i の配管の線熱損失係数 W/（m・K） 「10. 給湯配管の線熱

損失係数」 
,amb dθ
 日付 d における配管周囲温度 ℃ 「8. 配管周囲温度」 

 

7.2 出力変数 

記号 意味 単位 

,Wp iQ  給湯設備 i の年間配管熱損失量 kJ/日 
 

7.3 定数 

記号 意味 単位 値 

θWp  循環水温度 ℃ 60 

, ,W d iT  日付 d における給湯設備 i の運転時間 時間/日 24 
 
 

7.4 算出方法 

 給湯設備 i の年間配管熱損失量 ,Wp iQ ［kJ/日］は、次式により算出する。 

QWp,i = LW ,i × kW ,i × θWp −θamb,d( )×3600×TW ,d ,i( )×10−3
d=1

365

∑  
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8. 配管周囲温度 
 

8.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

 地域区分 選択 （入力） 
 

8.2 出力変数 

記号 意味 単位 

,amb dθ  日付 d における配管周囲温度 ℃ 
 

8.3 定数 

 なし 
 

8.4 算出方法 

 配管周囲温度 ,amb dθ は日平均外気温と室温との平均値とする。日平均外気温は、地域区分から気象

データ内の外気温度が読み込み、これを元に算出する。室温は下表のように地域毎に暖房期、中間

期、冷房期を定め、暖房期は 22℃、中間期は 24℃、冷房期は 26℃とする。 
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9. 配管長さ 
 

9.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

, ,W d iV  日付 d における給湯設備の日積算湯使用量 L/日 「5. 日積算湯使用量」 

 

9.2 出力変数 

記号 意味 単位 
,W iL  仮想配管長さ m 

 

9.3 定数 

記号 意味 単位 値 
SWIx  基準設定 Ix 値 無次元 7 

 

9.4 算出方法 

 配管長さ ,W iL は、次式で算出する。 

LW ,i =
VSW ,i
1000

× IxSW
 

 

 

 給湯設備 i の日積算湯使用量の平均値 VSW ,i［L/日］は、 , ,W d iV が最大となる日の値を使用する。 
 
 
< 解説 > 

 Ix 値は、総配管長を日積算湯使用量で除した値として定義されており、旧基準においては、この

値によって CEC/HW の基準値が定められていた。平成 25 年基準においては、申請及び審査の簡

略化の観点から配管長を図面から読み取る作業を省略したが、この基準設定 Ix 値 SWIx を 7 と定め、

給湯負荷によって式（2.4.11）により仮想的な配管長が定まり、この配管長下における熱損失量を

式（2.4.10）により算出することにした。なお、基準一次エネルギー消費量を求める際の基準設定

機器効率は、Ix 値が 7 の場合の旧基準の基準値 CEC/HW=1.5 から定めているため、旧基準とほ

ぼ同レベルの基準となっている。 
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10. 給湯配管の線熱損失係数 
 

10.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

 配管の保温仕様 

{ 保温仕様 1, 保温仕様 2, 保温仕様 3, 裸管 } 

 

選択  

 接続口径：給湯機器に接続される給湯配管の最

大口径（システム配管全体のなかで最大の配管

口径） 

mm  

 

配管の保温仕様については、「管径」及び「保温材の厚さ」から、該当する選択肢を選択する。 

 
表 配管保温仕様 

保温仕様 1  管径が 40㎜未満の配管にあっては、保温材の厚さが 30㎜以上 
 管径が 40㎜以上 125㎜未満の配管にあっては、保温材の厚さが 40㎜以上 
 管径が 125 ㎜以上の配管にあっては、保温材の厚さが 50㎜以上とした仕様 

保温仕様 2 管径が 50㎜未満の配管にあっては、保温材の厚さが 20㎜以上 
管径が 50㎜以上 125㎜未満の配管にあっては、保温材の厚さが 25㎜以上 
管径が 125 ㎜以上の配管にあっては、保温材の厚さが 30㎜以上とした仕様 

保温仕様 3 管径が 125 ㎜未満の配管にあっては、保温材の厚さが 20㎜以上 
管径が 125 ㎜以上の配管にあっては、保温材の厚さが 25㎜以上とした仕様 

裸管 上記の保温仕様 1,2,3 に該当しないもの 

 

10.2 出力変数 

記号 意味 単位 

kW ,i  給湯配管の線熱損失係数 W/m・K 

 

10.3 定数 

なし 
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10.4 算出方法 

 給湯配管の線熱損失係数 kW ,i [W/m・K]は、配管の保温仕様及び配管接続口径 ,ave jφ ［㎜］を基に、

下表により求める。 
 

表 配管の熱伝導率 

 
 

 
 

 
 

 
 

保温仕様 
保温仕様 1 保温仕様 2 保温仕様 3 裸管 

配
管
接
続
口
径
 

13A 以下 0.159 0.191 0.191 0.599 
20A 以下 0.189 0.213 0.231 0.838 
25A 以下 0.218 0.270 0.270 1.077 
30A 以下 0.242 0.303 0.303 1.282 
40A 以下 0.237 0.354 0.354 1.610 
50A 以下 0.257 0.388 0.388 1.832 
60A 以下 0.296 0.457 0.457 2.281 
75A 以下 0.346 0.472 0.548 2.876 
80A 以下 0.387 0.532 0.621 3.359 
100A 以
下 

0.466 0.651 0.651 4.309 

125A 以
下 

0.464 0.770 0.770 5.270 

それ以上 0.528 0.774 0.889 6.228 
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11.  標準日積算湯使用量 
 

11.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

 給湯対象室 r の室用途 （選択）  
 

11.2 出力変数 

記号 意味 単位 

VWS ,d ,r1  日付 d における給湯対象室 r の標準日積算湯使用量（洗面のための湯

使用量） 

L/日 

VWS ,d ,r2  日付 d における給湯対象室 r の標準日積算湯使用量（シャワーのため

の湯使用量） 

L/日 

VWS ,d ,r3  日付 d における給湯対象室 r の標準日積算湯使用量（厨房のための湯

使用量） 

L/日 

VWS ,d ,r4  日付 d における給湯対象室 r の標準日積算湯使用量（その他の湯使用

量） 

L/日 

 

11.3 定数 

なし 
 

11.4 算出方法 

 給湯対象室 r の室用途に基づき、日積算湯使用量参照値 , 1WS rV , , 2WS rV , , 3WS rV , , 4WS rV を下表から値

を選択する。 
 
なお、「ホテル等・客室」の「シャワー」用途については、以下の想定で算出した。 
  10.5 分／人 × 10 L/分 × 0.75（同時使用率） = 79 L/人 
また、「病院等・病室」の「シャワー」用途については、以下の想定で算出した。 
  2.1 分／人 × 10 L/分 × 0.90（同時使用率） = 21 L/人 
 
 上記の式の 10.5 分／人、2.1 分／人は、巧水スタイル推進チームによる「日本国内のパブリッ
ク施設における節水効果について」による。 
 

星 http://www.takumi-team.jp/wp-content/uploads/2015/02/53fd8eb05f3e38eddeae43d0a7ec71bd.pdf 
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また、給湯対象室 r の室用途から、該当するカレンダーパターンを選択し、日付 d における給湯利

用の有無 , ,WS r dφ （１：利用あり、０：利用なし）を選択する。これに基づき、日付 dにおける給湯

対象室 r の標準日積算湯使用量を次式で求める。 

 

, , 1 , 1 , ,WS d r WS r WS r dV V φ= ×        (11.1) 

, , 2 , 2 , ,WS d r WS r WS r dV V φ= ×        (11.2) 

, , 3 , 3 , ,WS d r WS r WS r dV V φ= ×        (11.3) 

, , 4 , 4 , ,WS d r WS r WS r dV V φ= ×        (11.4) 
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表 標準室使用条件（用途別の湯使用量） 

 

8M�� ,BC^�I "C^�I &aP?32
�@Y ?
�C`

�@Y ?
�C`

=e ���� �/ }~�

xhl ��0J ��" mol nis ywj�3z nis k k k

xhm ��0J d�XK9���" mol nis ywj�3z nis k k k

xhn ��0J �[" mol nis ywj�3z nis k k k

xho ��0J �S" mol nm ywj{m3z k k nm k

xhp ��0J H�f� mol os ywj{m3z k k os k

xhq ��0J ��FV" nqp nis ywj�3z nis k k k

xhr ��0J 4U"��
) mol qm ywj�3z k qm k k

xhs ��0J +� k k h h h h h

xht ��0J ��� mol nis ywj�3z nis k k k

xhlk ��0J �0 k k h h h h h

xhll ��0J �A" k k h h h h h

xhlm ��0J �/ k k h h h h h

xhln ��0J %�g]� k k h h h h h

xhlo ��0J 96" k k h h h h h

xhlp ��0J d:" k k h h h h h

xhlq ��0J ?;"J k k h h h h h

xhlr ��0J f�)J k k h h h h h

xhls ��0J ��"J k k h h h h h

xhlt ��0J *7B	L�0J k k h h h h h

vhl ���J !" nqp lqp ywj�3z k rt k sq

vhm ���J !"�~>"J nqp lqp ywj�3z k rt k sq

vhn ���J N3
C|������ k k h h h h h

vho ���J N3
C|����" nqp nis ywj�3z nis k k k

vhp ���J N3
C|��+� k k h h h h h

vhq ���J N3
C|����� nqp nis ywj�3z nis k k k

vhr ���J N3
C|���C_~�0 k k h h h h h

vhs ���J N3
C|���A" k k h h h h h

vht ���J #�� nqp nis ywj�3z nis k k k

vhlk ���J �[" nqp nis ywj�3z nis k k k

vhll ���J O�-� nqp nis ywj�3z nis k k k

vhlm ���J ����� nqp os ywj{m3z k k os k

vhln ���J ���� nqp nis ywj�3z nis k k k

vhlo ���J �� nqp nis ywj�3z nis k k k

vhlp ���J (R nqp nis ywj�3z nis k k k

vhlq ���J H�f� nqp os ywj{m3z k k os k

vhlr ���J 4U"��
) nqp qm ywj�3z k qm k k

vhls ���J 3�~�
C|������ k k h h h h h

vhlt ���J 3�~�
C|����" nqp nis ywj�3z nis k k k

vhmk ���J 3�~�
C|��+� k k h h h h h

vhml ���J 3�~�
C|����� nqp nis ywj�3z nis k k k

vhmm ���J 3�~�
C|���C_~�0 k k h h h h h

vhmn ���J 3�~�
C|���A" k k h h h h h

vhmo ���J �/ k k h h h h h

vhmp ���J %�g]� k k h h h h h

vhmq ���J 96" k k h h h h h

vhmr ���J d:" k k h h h h h

vhms ���J ?;"J k k h h h h h

vhmt ���J f�)J k k h h h h h

vhnk ���J ��"J k k h h h h h

vhnl ���J *7B	L�0J k k h h h h h

uhl DbJ D" nqp mso ywj'3z k ml k mqn

uhm DbJ >"J nqp mso ywj'3z k ml k mqn

uhn DbJ G\Q�" nqp nin ywj{m3z k k k nin

uho DbJ N3
C|��+� k k h h h h h

uhp DbJ N3
C|����� nqp nis ywj�3z nis k k k

uhq DbJ N3
C|���C_~�0 k k h h h h h

uhr DbJ N3
C|���A" k k h h h h h

uhs DbJ Z$" mtm nin ywj{m3z k k k nin

uht DbJ .�" mtm nin ywj{m3z k k k nin

uhlk DbJ 1T" mtm qin ywj{m3z k k k qin

uhll DbJ 85" mtm qin ywj{m3z k k k qin

uhlm DbJ c�<E" nqp qin ywj{m3z k k k qin

uhln DbJ W�"J mtm nis ywj�3z nis k k k

uhlo DbJ ����� nqp os ywj{m3z k k os k

uhlp DbJ ��" mtm nis ywj�3z nis k k k

uhlq DbJ 4U"��
) mtm qm ywj�3z k qm k k

uhlr DbJ 3�~�
C|��+� k k h h h h h

uhls DbJ 3�~�
C|����� mtm nis ywj�3z nis k k k

uhlt DbJ 3�~�
C|���C_~�0 k k h h h h h

uhmk DbJ 3�~�
C|���A" k k h h h h h
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表 標準室使用条件（用途別の湯使用量） 

 

6J�� ,@AY�E "AY�E '\K<10
�=T�<
�AZ

�=T�<
�AZ

;_ ���� �- }~�

sfkj B]G �- i i f f f f f

sfkk B]G &�cW� i i f f f f f

sfkl B]G 84" i i f f f f f

sfkm B]G ^9" i i f f f f f

sfkn B]G <:"G i i f f f f f

sfko B]G `�)G i i f f f f f

sfkp B]G ��"G i i f f f f f

sfkq B]G *5@	I�.G i i f f f f f

wfj @�V�7���(OG ��(~�� lon lgq xuh�1y lgq i i i

wfk @�V�7���(OG $[(~�� lon lgq xuh�1y lgq i i i

wfl @�V�7���(OG ���������~�� lon lgq xuh�1y lgq i i i

wfm @�V�7���(OG Q|�{� lon lgq xuh�1y lgq i i i

wfn @�V�7���(OG �
" lon lgq xuh�1y lgq i i i

wfo @�V�7���(OG 2R"��
) lon ok xuh�1y i ok i i

wfp @�V�7���(OG ��� lon lgq xuh�1y lgq i i i

wfq @�V�7���(OG �. i i f f f f f

wfr @�V�7���(OG �?" i i f f f f f

wfji @�V�7���(OG �- i i f f f f f

wfjj @�V�7���(OG &�cW� i i f f f f f

wfjk @�V�7���(OG 84" i i f f f f f

wfjl @�V�7���(OG ^9" i i f f f f f

wfjm @�V�7���(OG <:"G i i f f f f f

wfjn @�V�7���(OG `�)G i i f f f f f

wfjo @�V�7���(OG ��"G i i f f f f f

wfjp @�V�7���(OG *5@	I�.G i i f f f f f

tfj �3G %��3~/" jro ji xuh�1y lgq i ogk i

tfk �3G eG�3~/" jro lgq xuh�1y lgq i i i

tfl �3G M�" lnr lgq xuh�1y lgq i i i

tfm �3G %��3��eG�3~`� jro lk xuhzk1y i i lk i

tfn �3G ��~/" jol lgq xuh�1y lgq i i i

tfo �3G ��~`� lnr mq xuhzk1y i i mq i

tfp �3G �
" kmj lgq xuh�1y lgq i i i

tfq �3G DF" krk lgq xuh�1y lgq i i i

tfr �3G ^�SH8�>L" kmj lgq xuh�1y lgq i i i

tfji �3G  d" kmj lgq xuh�1y lgq i i i

tfjj �3G  L" kmj lgq xuh�1y lgq i i i

tfjk �3G U����Nb kmj lgq xuh�1y lgq i i i

tfjl �3G #C" lon jon xuh�1y i ok i jil

tfjm �3G 2R"��
) kmj ok xuh�1y i ok i i

tfjn �3G +� i i f f f f f

tfjo �3G ��� kmj lgq xuh�1y lgq i i i

tfjp �3G �. i i f f f f f

tfjq �3G �?" i i f f f f f

tfjr �3G �- i i f f f f f

tfki �3G &�cW� i i f f f f f

tfkj �3G 84" i i f f f f f

tfkk �3G ^9" i i f f f f f

tfkl �3G <:"G i i f f f f f

tfkm �3G `�)G i i f f f f f

tfkn �3G ��"G i i f f f f f

tfko �3G *5@	I�.G i i f f f f f

vfj a`(G �����~!" lon mq xuhzk1y i i mq i

vfk a`(G X`(~!" lon jo xuhzk1y i i jo i

vfl a`(G �P(~!" lon lk xuhzk1y i i lk i

vfm a`(G �� krk lk xuhzk1y i i lk i

vfn a`(G ���� i i f f f f f

vfo a`(G �
" lon lgq xuh�1y lgq i i i

vfp a`(G 2R"��
) lon ok xuh�1y i ok i i

vfq a`(G +� i i f f f f f

vfr a`(G ��� lon lgq xuh�1y lgq i i i

vfji a`(G �. i i f f f f f

vfjj a`(G �?" i i f f f f f

vfjk a`(G �- i i f f f f f

vfjl a`(G &�cW� i i f f f f f

vfjm a`(G 84" i i f f f f f

vfjn a`(G ^9" i i f f f f f

vfjo a`(G <:"G i i f f f f f

vfjp a`(G `�)G i i f f f f f

vfjq a`(G ��"G i i f f f f f

vfjr a`(G *5@	I�.G i i f f f f f
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表 標準室使用条件（用途別の湯使用量） 

 

>S�� 0IK^�O %K^�O +aTF86
�G[#F
	K`

�G[#F
	K`

Dd ���� �3 ~��

yim b�4Q ��������_�% ols rn zxk�8{ l rn l l

yin b�4Q ����������� ols ojt zxk�8{ ojt l l l

yio b�4Q ��������
4 l l i i i i i

yip b�4Q ���������H% l l i i i i i

yiq b�4Q 
1P5K����� ops rn zxk�8{ l rn l l

yir b�4Q 
1P5K�Uf ops rn zxk�8{ l rn l l

yis b�4Q �YP5K����� ops rn zxk�8{ l rn l l

yit b�4Q �YP5K�Uf ops rn zxk�8{ l rn l l

yiu b�4Q ��������K����� ops rn zxk�8{ l rn l l

yiml b�4Q ��������K�Uf ops rn zxk�8{ l rn l l

yimm b�4Q P5��$* ops ojt zxk�8{ ojt l l l

yimn b�4Q P5����� ops ojt zxk�8{ ojt l l l

yimo b�4Q P5��
4 l l i i i i i

yimp b�4Q P5���H% l l i i i i i

yimq b�4Q E�7[�E% orq oll zxk�8{ l rn l not

yimr b�4Q E�7[�VZ4 orq oll zxk�8{ l rn l not

yims b�4Q E�7[��2% orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yimt b�4Q E�7[���� orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yimu b�4Q E�7[�
4 l l i i i i i

yinl b�4Q E�7[��H% l l i i i i i

yinm b�4Q 9Lf�$* orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yinn b�4Q 9Lf���� orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yino b�4Q 9Lf�
4 l l i i i i i

yinp b�4Q 9Lf��H% l l i i i i i

yinq b�4Q �:f��:% ols ojt zxk�8{ ojt l l l

yinr b�4Q �:f���� ols ojt zxk�8{ ojt l l l

yins b�4Q �:f�
4 l l i i i i i

yint b�4Q �:f��H% l l i i i i i

yinu b�4Q �If�(M% ols ojt zxk�8{ ojt l l l

yiol b�4Q �If���� ols ojt zxk�8{ ojt l l l

yiom b�4Q �If�
4 l l i i i i i

yion b�4Q �If��H% l l i i i i i

yioo b�4Q ���?' nqm ojt zxk�8{ ojt l l l

yiop b�4Q ���X� nqm ojt zxk�8{ ojt l l l

yioq b�4Q ���$* nqm ojt zxk�8{ ojt l l l

yior b�4Q ������ nqm ojt zxk�8{ ojt l l l

yios b�4Q ���
4 l l i i i i i

yiot b�4Q ����H% l l i i i i i

yiou b�4Q �������� orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yipm b�4Q ������ orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yipn b�4Q ���}' orq ojt zxk�8{ ojt l l l

yipo b�4Q Pg���P]��$* ops ojt zxk�8{ ojt l l l

yipp b�4Q Pg���P]��� � l l i i i i i

yipq b�4Q Pg���P]��,W l l i i i i i

yipr b�4Q Pg���P]����� ops ojt zxk�8{ ojt l l l

yips b�4Q Pg���P]��
4 l l i i i i i

yipt b�4Q Pg���P]���H% l l i i i i i

yipu b�4Q N&�;A nqm ojt zxk�8{ ojt l l l

yiql b�4Q N&���� nqm ojt zxk�8{ ojt l l l

yiqm b�4Q N&�
4 l l i i i i i

yiqn b�4Q N&��H% l l i i i i i

yiqo b�4Q �3 l l i i i i i

yiqp b�4Q '�h\� l l i i i i i

yiqq b�4Q @<% l l i i i i i

yiqr b�4Q cB% l l i i i i i

yiqs b�4Q FC%Q l l i i i i i

yiqt b�4Q e�-Q l l i i i i i

yiqu b�4Q ��%Q l l i i i i i

yirl b�4Q .=I�R�4Q l l i i i i i

wim )�Q �- l l i i i i i

win )�Q '!h\���h]� l l i i i i i

vim ���" '�/� l l i i i i i

vin ���" ��� l l i i i i i

vio ���" RJ�% nun ojt zxk�8{ ojt l l l

vip ���" b�% nun mjq zxk|n8{ l l mjq l

viq ���" '!/� l l i i i i i

vir ���" '�h\� l l i i i i i

vis ���" @<% l l i i i i i

vit ���" cB% l l i i i i i

viu ���" .=I�R�4Q l l i i i i i
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12. 熱源運転効率 
 

12.1 入力変数 

記号 意味 単位 参照 

 給湯機器 i の熱源機種 （選択）  

 給湯機器 i の定格加熱能力 kW  

 給湯機器 i の定格消費電力 kW  

 給湯機器 i の定格燃料消費量 kW  
 

12.2 出力変数 

記号 意味 単位 

ηW ,i  熱源運転効率 無次元 
 

12.3 定数 

なし 
 

12.4 算出方法 

a) 燃焼式給湯システムの場合  

 燃焼式給湯システムの熱源効率 = 
    給湯熱源単体の定格加熱能力[kW]× 3600[kJ/kWh]  

給湯熱源単体の燃料消費量[kJ/h] ＋ 電力消費量[kJ/h] 
 

・	給湯熱源単体の燃料消費量(ガス)[kJ/h]= ガス消費量[m³ /h]×ガス発熱量(高位)[kJ/m³]  

・	給湯熱源単体の燃料消費量(油)[kJ/h]= 油消費量 [L/h] ×比重量[kg /L]×油発熱量(高
位)[kJ/kg]  

 

b) 電気式給湯システムの場合  

 電気式給湯熱源効率 = 定格 COP × 3600 / 9760 [kJ/kWh]  
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・	電気式給湯熱源の定格 COP =給湯熱源定格加熱能力[kW] / 給湯熱源定格消費電力[kW]  

・	電気式給湯機のうちヒートポンプを使用する場合、「高温貯湯加熱（冬期）」の値を入力するこ
と。 

・	1 つの給湯系統の中に複数の給湯機器が接続されており、これらが連携して動く場合は、 こ
れらの給湯機器の熱源効率を各熱源機器の定格加熱能力で重み付けして平均した値とする。  

 


